
「財産収支状況書」は、猶予を受けようとする金額が100万円以下の場合に、猶予申請書に添付して提出する必要があります。

１　住所・氏名等

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

４　分割納付計画　(Ｂ)

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

・ ・

・ ・

・ ・

※各欄に記入しきれない場合は、適宜の用紙に記載してご提出ください

修正申告により9月に国保税1万の
追徴課税1万円の納付があるため

貸付金の回収による（10,000円）

自動車税の分割納付（10,000円）

貸付金の回収による（10,000円）

10,000

円

円

円

円

円

円

増減理由
納付積立金額

分割納付金額月

円

円

円

円

円

円

7 月 30,000

8 月 10,000 円

円

9 月 20,000 円

10

事
業
に
係
る
支
出

個
人
の
支
出

３　今後の平均的な収入及び支出の見込金額（月額）

見込金額区　　　　　　分

生活費

借入返済

諸経費

家賃等

従業員給与等

収
　
入

550,000売上・給与・報酬など

その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

550,000①収入合計

仕入れ

財 産 収 支 状 況 書

２　現在納付可能資金額

現 金 及 び 預 貯 金 等
預貯金等
の  種  類

預貯金等の額 納付可能金額 納 付 に 充 て ら れ な い 事 情

住　 所
所在地

沖縄県〇〇市△△　×-×-×　〇〇マンション×××号室
氏　 名
名　 称 那覇　太郎

令和 〇 年 7 月 10 日

〇〇銀行　△△支店　1234567 普通 210,000 円 40,000 円 運転資金

運転資金 生活費 その他現金 16,300 円 16,300 円

生活費 その他

△△信用金庫　××支店
0022334

当座 250,000 円 0 円

その他円 円 運転資金

運転資金 生活費 その他

生活費

　現在納付可能資金額 56,300 円

月 30,000 円

円

12 月 90,000 円

100000

180000

円

11 月 10,000

月

円

50000

40000 月

円月20000

円

月 円

月

円月

140000

５　財産等の状況

(1) 売掛金・貸付金等の状況

530000

20,000

②支出合計

③
納付可能基準額

（①－②）

【備考】

　・生活費内訳（家賃：50,000円、食費40,000円、水道光熱費15,000円、
　　　　　　　　　　通信費15,000円、燃料費10,000円、医療費10,000円）
　
　・納付積立金は、〇年9月に発生する国民健康保険税追徴課税分を納付するためのもの

売 掛 先 等 の 名 称 ・ 住 所 売 掛 金 等 の 額 回収予定日
種
類

回 収 方 法

A建築株式会社 〇〇市△△町×－×－× 600,000 円 〇〇 8 25 業務委託料 振込

不 動 産 等 資材置き場用土地（〇〇市△△町××） 国債・株式等 △△株式会社（関連会社）未上場株式1株

10 売掛金 小切手

株式会社××ホーム 〇〇市△△町×－×－× 50,000 円 〇〇 10 20

有限会社〇〇工務店 〇〇市△△町×－×－× 80,000 円 〇〇 9

貸付金 現金

(2) その他の財産の状況

車 両
業務用車両1台
（ミニバン、△△330そ〇〇〇〇、ローン有）

そ の 他
（ 保 険
等 ）

〇〇生命保険

(3) 借入金・買掛金の状況

借 入 先 等 の 名 称 借入金等の金額 月 額 返 済 額
返済終了（支払）

年月
追加借入
の可否

担 保 提 供 財 産 等

月 可　・　否 資材置き場用土地（〇〇市△△町××）

可　・　否

〇〇銀行　△△支店 300,000 円 5,000 円 〇〇 年 5

〇〇リース 500,000 円 15,000 円 △△ 年 3 月

収受印

１

レ

レ

+延滞金

２ ３

４

住所・氏名を記載し

てください。

申請書を提出する日を

記載してください。

この金額は直ちに納付す

ることが出来る金額です。

猶予申請書の納付計画

欄に転記します。

「③納付可能基準額」に記入した金額を分割納

付金額として記入します。ただし、臨時的は収

入若しくは支出がある月において、納付可能基

準額よりも増額または減額した金額により納付

する場合には、その増額または減額した金額を

記入します。

財産収支状況書の書き方


